　フッ素情報　
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『日学歯』№112（2006.5.1）に日本学校歯科医会の第６８回総会の記事が特集として掲載されています。少し古いですが、その中から抜粋します。

★第２号議案（平成１８年度事業計画）および第３号議案（平成１８年度収入支出予算）について

Ｑ１－１　木村代表会員（福島県）

①平成１６・１７年度、福島県の小・中学校でのフッ化物洗口の取り組みが、一部の地域では市町村合併により方針が変更。

②小・中学校に対しフッ化物洗口中止を唱える人々がいる。

こうした現状・行為に対する日学歯の考え方は？

 Ａ 　森本副会長

①平成１７年に「学校における学校歯科医のためのフッ化物応用ガイドブック」を刊行し、適切な対応を会員に求めている。

②日学歯はフッ化物応用を否定していない。但し、導入には細心の注意を呼びかけている。学校の事情に合わせた対応が重要。
 Ａ 　蒲生副会長

日歯の代議員会に対する事前質問でも同様の問題が出ている。日歯の見解を次の代議員会で述べるので、参考にしてほしい。
Ｑ１－２　木村代表会員（福島県）

フッ化物に対する文科省の考え方は？

 Ａ 　中田専務

来賓（文科省）に代わってお答えする。フッ化物使用にあたっては、学校側と学校歯科医等との連携が不可欠であり、前提である。また、学校医・学校歯科医等非常勤の医療関係者不在による教育者だけでのフッ化物使用には問題がある。
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『大分歯界月報』（平成20年２月　№656）に会員投稿として「由布市における食育とフッ素洗口への取り組みに向けて～吉村幸治由布市議会議員の一般質問～」という記事が掲載されています。抜粋して紹介します。

（平成１９年１２月１１日の由布市議会で吉村幸治議員がフッ素洗口、むし歯予防推進モデル校の指定について質問したことに対する答弁）
二宮政人教育長

次に小中学校におけるフッ化物洗口の実施、またモデル校の指定についてお答えをいたします。

まずはじめに、市内児童生徒の歯の状況についてでございますが、平成１９年度の虫歯の罹患率は由布市内小学生で75.6％、中学生で73.5％となっております。１人平均の虫歯の数は小学生が1.03本、中学生が3.49本となっております。

また、フッ化物洗口につきましては、適正な使用によっては虫歯予防に有効であると言われておりますが、その導入につきましては、保護者の同意や安全性の確保の問題もあり、今のところ慎重に対応していかなければならないと考えております。
なお、モデル校の指定についても同様でございます。

【 訂  正 】

2007年12月発行の「反フッ素LETTER　№69」に間違いがありました。お詫びし訂正します。

①２ページ　申立人の薬害オンブズパースン会議の代表者氏名

誤：鈴木俊廣　　正：鈴木利廣

②18ページ　「フッ素の常識・非常識　№16」

誤：２歳以下の幼児　　正：２歳未満の幼児

誤：６歳以下の児童　　正：６歳未満の児童

なお「フッ素サプリメントの禁止」は６ヵ月未満です。



●日本学校歯科医会68回総会


医療関係者がいない学校で


のフッ化物使用は問題








●大分県由布市議会


教育長答弁「フッ化物洗口の


導入は慎重に対応」

















